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第 3 2 回新潟糖尿病談話会
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会 場 新潟東急イ ン

華の 間

I ． 一 般 演 題

1　糖尿病を合併した自己免疫性膵炎の2例

佐藤知巳・八幡和明・本田穣

稲田勢介・波田野徹・富所隆

吉 川 明

厚生連長岡中央綜合病院内科

〔症例 1〕 6 4 歳の男性 . 糖尿病が悪化 し
,
当科に

紹介さ れた . 経口 剤, イ ン ス リ ン に て コ ン ト ロ ー

ル 良好と な っ た が
,
その 後腹痛, 黄痘 が出現 . 牌

の びまん性腫大と下部胆管 の狭細像より下部胆管

癌も疑 われた が , 高 γ - グ ロ ブ リ ン 血症 お よび

Ig G 4 高値 より自己免疫 性月華炎 と診 断 した . P S L

内服を開始 し
,
以後月華腫大

,
胆管 の 狭細所見は改

善した . 糖尿病は 一 時悪化 し たもの の イ ン ス リ ン

増量 に て 改善 し た
. 現在 ス テ ロ イ ドを漸減中 で あ

る .

〔症例 2〕 6 7 歳 の男性. 糖尿病 の コ ン ト ロ ー ル 不

良と なり, 当科 に紹介さ れた . そ の 後月華腫大と と

もに黄痘が出現 . E R C P に て 主輝管 の 不整 な狭細

所見と下部胆管 の著明な狭窄を認め た
. 胆管癌を

強く疑 っ たが
,

U D C A
,

フ ォ イ パ ン内服の み で黄

症
, 検査所見は改善 した . I g G

, 特に I g G 4 が高値

で
, 経過と併せ て 自己免疫性月琴炎と診断 し た . 梶

在は経口 血糖降下剤と ともに U D C A
,

フ ォイパ ン

内月別こ て経過観察中 で ある .
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2　心筋炎を機にケトアシドーシスをきたした1

型糖尿病の 1 例

伊藤竜・金子晋・田村紀子

田中直史

新潟市民病院第 2 内科

症例は 3 6 歳男性 .

【既往歴 ･ 家族歴】 特記す べ き こ と な し
.

【現病歴】 2 6 歳より 1 型糖尿病 . C S II に て 治療

中, 平成 1 4 年 1 1 月 6 日頃より全身倦怠感, 食欲

不振 が 出現 . 1 1 日近医を受診 し高血糖を指摘 さ

れ ,
翌 1 2 日 当科 を 紹 介 受 診 . p H 7 .0 0 ,

H C O 3

2 .7 m E q /1 ,
Gl u 8 0 7 m g / dl , 尿中 ア セ ト ン体 3 ＋ で

あり D K A と診断 され , 即 日入 院した .

【経過】 入 院時 E C G は洞頻脈の みだ っ た が
,

1 3

日 に はⅠ
,

Ⅲ
,

a V F
, Ⅵ

- V 6 と広範囲に S T 上昇

が認め られた . 胸部症状 はなく, 心電図
,
心 e c h o ,

心筋酵素の 結果 か ら急性心筋炎 と診断 し た .

【考察】 c sII の 注入 量を増量 し つ つ
,

si ck d a y に

対応 した が
,

D K A を発症 し た . 心筋炎 が D K A の

誘引と な っ た と考 えられた
.

3　糖尿病治療中に腸管嚢胞状気腫症（PCI）を

併発した当科症例の検討

窪田由希子・高田琢磨・田中由紀子

中山秀章・竹田徹朗・齋藤亮彦

下条文武・鈴木芳樹*

新潟大学医学部附属病院第 二 内科

新潟大学保健管理 セ ン タ
ー

*

今回私達は糖尿病 の 治療中に腸管嚢胞状気腫症

(以下 P C I) を併発 し た症例を経験 し た
.

症例 は 5 4 歳女性 ,
1 9 9 3 年発症 の 問質性肺炎を

合併 し たくす ぶ り型成人 丁 細胞性白血病 の 愚老

で
, 同年よりプ レ ド ニ ゾ ロ ン 4 0 m g の 内服加療を

開始
,
漸減 し た

. そ の 後
,
併発 した ス テ ロ イ ド糖

尿病 に対 し約 4 年間の ボグリボ ー ス内服後に P C I

を発症 ,
ボ グリ ボ

ー ス 内服中止 の 上酸素吸入
, 抗

生剤内服 に て 治癒 し た . 近年 ,
P C I と α グ ル コ シ

ダ ー ゼ 阻害薬 ( α GI) の 関与が指摘されて い る .

これ ま で に 当科 で経験 し た P C I 7 例 中 3 例 が α

G I を内服 し て おり
,

プ レ ド ニ ゾ ロ ン 内服, 原病 で


